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実験的研究: 1) 硬膜外ノマJレーン圧迫法 lとより猫に脳損傷・脳浮腫を作製し，その神経機能
障害に対する高圧酸素療法の効果を，動物の行動と脳波の観察より検討した。 OHP (2 --3 絶
対気圧:以下 ATA と略す，酸素吸入)開始とともに噌眠状であった動物の動きが活発化し，
脳波も徐波が減少，速波成分が増強・規則化するのを認めた。 2) 家兎を用い，内頚動脈内ゴ
マ油注入法により作製した急性脳損傷に対する高圧酸素療法 (3ATA，酸素吸入，高圧下 1 時
間)の効果を， 屠殺時までの生存率ならびに血液脳関門破綻度(血中に投与した RISA の血
援に対する脳組織内への取り込み率まで測定)について検討した。 ゴマ油 0.03ml/kg 注入実
験では，対照群は全例が短時間に死亡するのに対し，高圧酸素療法群(以下 OHP 群と略す)
は10匹中 3 匹が生存した。また 0.015ml/kg 注入実験では，対照群， OHP 群との聞に差異が
なく(対照群は10匹中 2 匹 OHP 群は10匹中 3 匹) ，いずれも少数しか死亡しなかったが， 対
照群の死亡例はいずれも早期であったが OHP 群の死亡例は全例 OHP 終了後にお乙った。
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さらに生存例について検討した RISA の脳組織内取り込み率は，対照群と OHP 群との間に
有志の差を認めなかった。
臨床的研究:急性脳損傷患者66例(頭部外傷51例，脳腫療術後10例，脳血管障害 2 例，心停







血流の OHP (2 ATA ・酸素吸入) による変動を超音波血流測定法により検討した。 OHP
(2ATA ・酸素吸入45分後)の A/L 値 (A :ソナグラムの 1 心拍の面積 mm2， L: ソナグラ
ムの 1 心拍の長さ mm) を大気圧・空気吸入時の値と比較すると頚動脈系血流が減少(総頚動
脈血流 29.6士 7 労，内頚動脈 17.6士 7%， 外頚動脈 26.2士 6%の減少)するのに反して椎
骨動脈血流はむしろ増加 (11.9士 8 労)の傾向を示した。
C: 髄液庄の変動に関する研究
臨床的研究:脳室ドレナージをお乙なった急性脳損傷患者13例について水柱法を用いて高圧
酸系療法による髄液圧の変動を検討した。髄液圧は OHP!とより低下， OHP 持続により漸増，
減J:E時・減圧後の急上昇 (rebonnd 現象)を示すものが多いが (9 例)， OHP!とより低下した
髄液圧が OHP 後も OHP 前より明らかに低値を示すもの (2 例〉や， OHP により髄液圧が
ほとんど変動しないもの (2 例)があった。
実験的研究:成犬を用い， OHP (3ATA，高圧下 1 時間)による髄液圧の変動の要因を総頚
勤脈血流(電磁流量計により測定) ・血圧・中心静脈圧・上矢状静脈洞圧および髄液圧を測定，
分析した。その結果， OHP 持続により血圧・中心静脈圧がほとんど変動しないのに髄液圧が















2. OHP により頚動脈系血流(総頚動脈， 内頚，外頚動脈)が減少するのに対して，椎骨動脈
血流がほとんど減少せず，むしろ増加傾向を示す。
3. 髄液圧は OHP により低下し， OHP の持続により漸増， 減圧とともに急上昇するものが多
いが，急性脳損傷例では症例によりその変動様式にはかなりの個体差がある。
4. 正常動物では OHP の持続により頭蓋内 extravascular space の増加をきたすおそれがあ
る。
5. 急性脳損傷に対する高圧酸素療法に際して，吸入酸素中へ炭酸ガスを混入することは，脳組
織の酸素加を増強せしめるが，脳容積の増大・脳浮腫の増悪， 血液 pH の低下をきたすおそ
れがある。
論文の審査結果の要旨
著者は，いまだその評価の確立していない脳損傷に対する高圧酸素療法の治療効果を，臨床的
・実験的に検討し種々の新知見を見出した。とくにその作用機序と関連して高圧酸素加による脳
血流と髄液庄の変動を明らかにするとともに，脳損傷lζ対する高圧酸素療法に際しての吸入酸素
への炭酸ガス混入の危険性をも解明した。
従って，現在未開発ともいえる本分野における本研究の価値は極めて大きく，今後θ脳神経外
科領域における高圧酸素療法に対して大きく貢献をなすものであり，十分学位に値するものであ
る。
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